
広報やながわ 2023.8 月 22

column 
No.106

ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊
幻想的な空間に多くの人が訪れた燈明の夜幻想的な空間に多くの人が訪れた燈明の夜

地域の伝統や文化を
次世代に継承

　地域おこし協力隊として柳川に赴任して 3 年が経
ちました。さまざまな人に出会い、多くのイベント
に取り組んできました。コロナが５類へ移行し、こ
れまで自粛していた地域のいろいろな行事が再開。
６月に眞勝寺で燈明の夜、三柱神社入口では毎月焚
火会が行われています。どちらも地域愛やテーマが
あり、未来の柳川に対しての願いが込められていま
す。８月には御花で柳川で語り継がれる妖怪「河童」
に焦点を当てた「奇怪夜行」というちょうちんイベ
ントも開催予定。イベント内容は地域おこし協力隊
の Instagram で発信していきます。地域の伝統や文
化など、次世代につなげていきたいですね。

８月に御花でちょうちんイベント８月に御花でちょうちんイベント「奇怪夜行」を開催

　
大都市圏から地方へ人の流れを作るプログラム
で、将来の定住を目指しながら、地方の活性化
への貢献を目指す「地域おこし協力隊」。市で活
動する 5 人の隊員たちの活動を紹介します。
【問】市商工・ブランド振興課（☎77・8722）

食を通じて
たくさん人と交流

竹下 政志（52歳）

【プロフィル】市観光課に所属。観光プラ
ットフォーム構築を担当

西濱 美穂（47歳）

【プロフィル】市商工・ブランド振興課に
所属。食の新たな特産品づくりを担当

Instagram

　６月に眞勝寺で開催された燈明の夜に参加しまし
た。チャリティーで用意した豚汁は、昨年自分で仕込
んだ米みそを使って私が食べ慣れた味を再現。たくさ
んの人から「おいしい」という言葉をいただきました。
自作の梅ソーダとキャロットケーキも好評。料理を通
じてたくさんの人と交流できた素晴らしい時間となり
ました。また、うきは市の地域おこし協力隊も参加し
てくれたので、柳川の風土を少し感じてもらえたと思
います。移住してから 2 年。自分に何ができるのか、
何を求められているのかを探りながらの活動でした。
任期最後の 1 年間は、もっと地域の人に私の活動を知っ
てもらうために、行事などに参加したいと思います。
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　日本棋院囲碁入門アプリ「囲碁であそ
ぼ！」が好評です。簡単、無料で広告は
ありません。「子どもに教えてもらい、
はまりました」「昔、入門で挫折しまし
たが、面白くて分かりやすい」などのご
意見も。皆さんもぜひお試しください。 AppStore GooglePlay
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